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タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
の
丘
に
は
、
県
立
ふ
た
ば

未
来
学
園
中
高
一
貫
校
や
広
野

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
、約
１
，

０
０
０
人
が
日
々
勉
学
に
励
ん
で

お
り
、
Ｆ

－

Ｒ
Ｅ
Ｉ
に
進
出
す
る

研
究
機
関
が
求
め
る
人
材
育
成
を

念
頭
と
し
た
実
学
の
場
と
し
て
、

最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
高
度

な
就
学
の
場
で
あ
る
大
学
な
ど
の

高
等
教
育
機
関
と
連
携
を
深
め
、

協
定
を
締
結
し
て
い
る
東
京
大
学

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
、

早
稲
田
大
学
、東
日
本
国
際
大
学
、

福
島
高
専
の
拠
点
と
な
る
研
究
施

設
や
研
究
等
の
充
実
を
図
り
、
地

域
の
復
興
を
支
え
る
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
組
み

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
組

み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
球
温
暖

化
が
原
因
と
さ
れ
る
大
災
害
を
伴

う
気
候
変
動
か
ら
、
パ
リ
協
定
に

基
づ
く
長
期
戦
略
と
し
て
、
今
世

紀
後
半
の
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
を
目
的
と
し
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
の
取
り

組
み
が
世
界
の
潮
流
と
な
っ
て
い

ま
す
。

広
野
火
力
発
電
所
が
立
地
す
る

町
と
し
て
、
事
業
者
で
あ
る
㈱
Ｊ

Ｅ
Ｒ
Ａ
と
共
に
、
持
続
可
能
な
将

来
像
の
実
現
の
た
め
「
広
野
町
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
、
脱
炭
素
技
術
の
開
発
促
進
、

経
済
的
な
合
理
性
、
国
等
の
政
策

と
の
整
合
性
を
踏
ま
え
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

今
後
、
町
内
の
企
業
や
各
家
庭

に
お
い
て
、
省
エ
ネ
化
や
脱
炭
素

化
を
進
め
る
た
め
、
環
境
省
の
交

付
金
事
業
を
活
用
し
、
先
行
し
て

公
共
施
設
等
へ
の
太
陽
光
・
風

力
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図

り
、
Ｅ
Ｖ
車
等
や
急
速
充
填
設
備

の
設
置
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の

社
会
利
用
モ
デ
ル
の
構
築
に
取
り

組
み
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

移
住
・
定
住
事
業
の
展
開

移
住
・
定
住
事
業
の
展
開
に
つ

き
ま
し
て
は
、
第
二
期
復
興
創
生

期
間
か
ら
そ
の
先
に
向
け
、
少
子

高
齢
化
の
地
域
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、「
広
野
町
移
住
定
住
「
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
」促
進
プ
ラ
ン
」

に
よ
る
人
口
増
を
目
標
に
掲
げ
、

若
者
世
代
・
子
育
て
世
代
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
住
宅
開
発
、
各
種

交
流
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
た
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
事
業
の
展
開
、
移
住
体
験

ツ
ア
ー
や
二
地
域
居
住
の
受
け
入

れ
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
ら
施
策
を
展
開
す
る
に
あ

た
り
、
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力

事
故
以
降
、
復
興
支
援
等
で
お
世

話
に
な
っ
た
国
・
県
・
地
方
自
治

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
地
域
団
体
、
ひ
ろ

ぼ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
で
応
援
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
、
東
京
福
島
広
野

会
の
皆
様
、
大
学
な
ど
の
高
等
学

術
機
関
、
各
企
業
等
、
関
係
す
る

す
べ
て
の
皆
様
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

体
制
を
構
築
し
、
様
々
な
場
面
に

お
い
て
情
報
を
共
有
し
て
い
き
ま

す
。
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
々
と

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
き
ず
な
を
深

め
な
が
ら
、
受
入
体
制
の
一
層
の

強
化
を
図
り
、
移
住
・
定
住
の
促

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

子
育
て
環
境
の
構
築

子
育
て
環
境
の
構
築
に
つ
き
ま

し
て
は
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
広
野
町
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
保

健
師
、
保
育
士
、
教
育
委
員
会
、

民
生
児
童
委
員
、
こ
ど
も
家
庭
課

職
員
が
部
署
の
垣
根
を
越
え
た
横

断
的
な
連
携
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
に
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事

業
を
展
開
し
、
子
育
て
に
関
す
る

様
々
な
問
題
の
早
期
発
見
、
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
妊

婦
・
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備

の
た
め
、
出
産
・
子
育
て
応
援
給

付
金
に
加
え
、
令
和
６
年
度
か
ら

は
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
を

無
償
化
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
家

庭
の
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

教
育
全
般

教
育
全
般
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
２
年
度
（
小
学
校
）、
３
年

度
（
中
学
校
）
よ
り
全
面
実
施
さ

れ
て
い
る
現
行
の
学
習
指
導
要
領

お
よ
び
第
二
次
広
野
町
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
教
育
活
動
を
展

開
し
、ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・

高
校
と
の
連
携
を
見
据
え
な
が

ら
、
広
野
町
立
学
校
独
自
の
魅
力

あ
る
教
育
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
学
校
教

育
の
推
進

確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
学
校

教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
、
人
権
教
育
の
理

念
を
基
に
し
た
授
業
の
充
実
、
小

学
校
高
学
年
教
科
担
任
制
の
導

入
、
授
業
お
よ
び
家
庭
学
習
に
お

い
て
一
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
町
独
自
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
、
本
町
の

教
育
実
態
に
即
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
小

中
連
携
体
制
を
生
か
し
な
が
ら
、

教
育
委
員
会
と
学
校
で
組
織
す
る

「
授
業
力
向
上
委
員
会
」
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
分
析

し
、
学
力
向
上
に
向
け
た
授
業
研

究
会
・
指
導
法
改
善
の
研
修
会
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
計
画
的

に
蔵
書
数
増
を
図
り
、
学
校
司
書

の
継
続
配
置
と
図
書
シ
ス
テ
ム
の

活
用
に
よ
り
、
蔵
書
・
貸
出
返
却

を
管
理
し
、
読
書
活
動
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
教

育
の
推
進

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る

教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
成
す
る
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手
を

活
用
し
た
英
語
教
育
に
加
え
、
中

学
校
に
お
い
て
異
文
化
交
流
、
国

際
理
解
や
国
際
協
調
の
学
び
を
目

的
と
し
た
東
日
本
国
際
大
学
と
の

交
流
事
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
イ
）

並
び
に
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
異
文
化
交

流
宿
泊
体
験
事
業
を
小
学
校
５
年

生
か
ら
中
学
校
２
年
生
ま
で
連
続

し
た
４
年
間
に
拡
充
し
て
実
施
し

ま
す
。

地
域
と
学
校
が
協
働
す
る
学
び
の

創
造地

域
と
学
校
が
協
働
す
る
学
び

の
創
造
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
学

校
に
お
い
て
、
地
域
の
人
的
・
物

的
資
源
を
活
用
し
、
映
像
制
作
を

通
し
て
「
ふ
る
さ
と
広
野
町
」
の

良
さ
を
再
発
見
し
、
伝
統
と
文
化

を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
広
野
町

の
未
来
と
地
域
の
復
興
に
貢
献
で

き
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
的

と
し
た
「
ふ
る
さ
と
創
造
学
」
に

取
り
組
み
ま
す
。
令
和
３
年
度
に

作
成
し
た
地
域
学
習
用
副
読
本

（
小
学
生
向
け
）
を
契
機
と
し
、

地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
事
象
や
歴
史
的
背
景
等
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
学
校
と
家
庭
、

地
域
住
民
、社
会
教
育
機
関
等
が
、

学
校
内
外
の
活
動
に
お
い
て
有
機

的
に
協
働
し
、
学
校
を
核
と
し
た

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
む

環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構

築
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

構
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
別
な

支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
一
人
一

人
に
対
し
「
個
別
の
教
育
支
援
計

画
」
を
作
成
し
、
専
門
機
関
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
支
援
員

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
個
に
応

じ
た
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

校
種
間
で
の
連
携
を
図
り
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
が
構
築
で
き

る
よ
う「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」

の
内
容
を
年
度
末
に
見
直
し
、
次

年
度
の
活
用
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

環
境
対
策

環
境
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
代
の
住
民
、
そ
し
て
未
来
の
子

ど
も
た
ち
が
健
康
で
安
全
、
か
つ

快
適
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
恵
み
豊
か
な
環
境
の
確
保
に
向

け
、
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
基

本
的
な
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
、「
広
野
町
環
境
基
本
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、
指
定
ご
み
を
収
集
日

以
外
に
出
さ
れ
て
い
る
事
案
や
不

要
と
な
っ
た
家
電
等
を
空
き
地
や

林
道
敷
に
不
法
投
棄
し
て
い
る
事

案
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
ご
み
収
集

日
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
、
広
報
等

に
よ
る
マ
ナ
ー
周
知
の
ほ
か
、
環

境
美
化
推
進
員
に
よ
る
巡
回
・
監

視
と
広
野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
に
お
け
る
関
連
事
業

所
等
へ
の
注
意
喚
起
に
取
り
組
み

ま
す
。

低
炭
素
社
会
構
築
に
向
け
た
環

境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
た
め
、
住
宅
に
お
け
る
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
３
割

を
占
め
る
給
湯
設
備
の
給
湯
負
荷

を
低
減
し
、
光
熱
費
と
環
境
負
荷

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
「
節せ

つ

湯ゆ
が
た型

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
」
購
入
経

費
の
一
部
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。燃

料
電
池
自
動
車
や
電
気
自
動

車
等
の
次
世
代
自
動
車
の
普
及
を

促
進
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
を
図
る
た
め
、
次
世
代
自
動
車

及
び
電
気
自
動
車
等
充
電
設
備
に

つ
い
て
、
導
入
経
費
の
一
部
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

除
染
対
策

除
染
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
民
の
放

射
線
か
ら
の
不
安
払
拭
並
び
に
生

活
圏
に
お
け
る
放
射
線
の
状
況
に

つ
い
て
情
報
提
供
す
る
た
め
、
一

般
家
屋
及
び
公
共
施
設
の
敷
地
に

お
け
る
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
事
業

公
民
館
に
お
け
る
生
涯
学
習

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
と
ら
え
、
多
様

化
す
る
社
会
教
育
や
家
庭
教
育
に

対
処
で
き
る
学
び
の
場
と
し
て
、

「
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
」、「
ひ
ろ

の
元
気
教
室
」、「
各
種
文
化
教

室
」、「
五
社
山
登
山
」、「
集
団
対

抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」、「
文
化

展
」、「
生
涯
学
習
発
表
会
」、「
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」

等
の
文
化
活
動
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
実
施
し
、
地
域
間
及
び
世

代
間
の
交
流
を
促
進
さ
せ
、
併
せ

て
交
流
人
口
の
拡
大
及
び
地
域
活

性
化
へ
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。令

和
４
年
４
月
に
開
設
い
た
し

ま
し
た
「
文
化
交
流
施
設
ひ
ろ
の

未
来
館
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
は
約
３
，
０
０
０
人
の
来
館

者
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
元
で
発
掘
さ
れ
た

遺
跡
・
文
化
財
の
展
示
等
を
工
夫

し
、
町
民
だ
け
で
は
な
く
多
く
の

方
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

震
災
か
ら
の
避
難
等
に
よ
り
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
も

大
き
く
変
化
し
、
次
代
を
担
う
青

少
年
が
地
域
の
中
で
、
心
身
と
も

に
健
康
で
社
会
に
参
画
で
き
る
よ

う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
町
民
総

ぐ
る
み
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ふるさと創生大学

福島国際研究教育機構(F ｰ REI)との座談会

タブレットを活用した授業


